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ご当地

自慢
産業遺産「桃介橋」

南木曽支署

25

力
（
福
沢
桃
介
社
長
）
が
読
書
発
電
所
（
大
正

十
二
年
完
成
）
建
設
の
資
材
運
搬
路
と
し
て
架

け
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
村
道
（
現
在
の
町
道
）
と
し
て
、

両
岸
集
落
の
交
通
や
、
高
校
生
・
中
学
生
の
通

学
な
ど
地
域
の
交
通
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
五
十
年
代
に
は
老
朽
化
も
進

み
、
本
格
的
な
修
理
も
で
き
な
か
っ
た
た
め
廃

橋
寸
前
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
保

存
・
活
用
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
付
近
一
帯

の
天
白
公
園
整
備
に
併
せ
て
、
町
が
近
代
化
遺

産
と
し
て
復
元
し
た
も
の
で
す
。

　

桃
介
橋
は
全
長
二
四
七
㍍
、
幅
二
・
七
㍍

で
、
こ
の
付
近
で
は
最
大
川
幅
の
と
こ
ろ
に
あ

り
、
美
し
く
雄
大
な
景
観
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
に
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

◆
福
沢
桃
介
記
念
館
（
ふ
く
ざ
わ
も
も
す
け

き
ね
ん
か
ん
）

　
「
一
河
川
一
会
社
主
義
」
を
掲
げ
て
木
曽
川

の
電
源
開
発
に
乗
り
出
し
た
電
力
王
・
福
沢
桃

介
は
、
木
曽
に
お
け
る
基
地
と
し
て
、
現
在
の

南
木
曽
町
読
書
の
地
に
別
荘
を
建
て
、
こ
こ
か

ら
読
書
や
大
井
な
ど
の
発
電
所
建
設
現
場
に
足

を
運
び
ま
し
た
。

　

そ
の
桃
介
を
助
け
、
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
っ
た
の
が
、
わ
が
国
女
優
第
一
号
と
い
わ
れ

る
川
上
貞
奴
（
か
わ
か
み
さ
だ
や
っ
こ
）
で
し

た
。

　

二
人
は
、
大
井
川
発
電
所
が
完
成
す
る
大
正

十
三
年
ま
で
頻
繁
に
こ
の
別
荘
に
滞
在
し
、
政

財
界
の
実
力
者
や
外
国
人
技
師
な
ど
を
招
い

て
は
、
華
や
か
な
宴
を
催
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

山
深
い
こ
の
地
に
あ
っ
て
、
こ
の
別
荘
だ
け

は
西
洋
の
香
が
漂
う
異
国
だ
っ
た
の
で
す
。

　

建
物
は
、
昭
和
六
十
年
か
ら
桃
介
記
念
館
と

し
て
一
般
に
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
大
正
時
代

の
貴
重
な
西
洋
風
別
荘
建
築
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
こ
の
記
念
館
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、
桃
介
と
貞
奴
が
過
ご
し
た
大
正
ロ
マ
ネ
ス

ク
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
錯
覚

に
陥
り
ま
す
。

◆
所
在
地

　

長
野
県
木
曽
郡
南
木
曽
町
読
書
天
白

ア
ク
セ
ス
方
法

　

・�

公
共
交
通
機
関　
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
南
木
曽

駅
下
車　

徒
歩
十
分

　

・�

自
家
用
車　

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ

～
国
道
十
九
号
約
三
十
分

お
問
い
合
わ
せ

　

南
木
曽
町
観
光
協
会

　

電
話
番
号
〇
二
六
四
︱
五
七
︱
二
〇
〇
一

　

南
木
曽
町
（
な
ぎ
そ
ま
ち
）
は
、
長
野
県
の

南
西
部
、
木
曽
谷
の
南
端
に
位
置
し
ま
す
。
面

積
の
九
十
四
％
が
森
林
で
占
め
ら
れ
て
い
て
、

う
ち
七
割
が
国
有
林
で
す
。
古
来
か
ら
伊
那

谷
、
木
曽
谷
と
美
濃
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ

り
、
中
山
道
木
曽
十
一
宿
の
一
つ
「
妻
籠
宿
」

が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
桃
介
橋
（
も
も
す
け
ば
し
）

　
「
桃
介
橋
」
は
別
名
「
桃
の
橋
」
と
呼
ば
れ
、

大
正
十
一
年
九
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
木
曽

川
の
水
力
発
電
開
発
に
力
を
注
い
だ
大
同
電

福沢桃介記念館の様子

春の福沢桃介記念館

桃介橋全景

復元された桃介橋


